
 
 
 
 
 
 

 

 

チャレンジ精神 
 

旭町小学校長 道山 正史 

 

１０月３日は運動会です。運動会では随所に子供たちがチャレンジ精神をもって、

全力で頑張る姿が見られることでしょう。なかでも、「苦しくても耐えて頑張ること」

「困難を友達と協力して乗り越えること」「友達とともに喜びや悔しさを分かち合う

こと」を経験していくことで、子供たちの大きな成長へとつながることを期待したい

と考えます。ぜひ、ご家庭、地域の皆様そろってこどもたちへの応援をよろしくお願

いいたします。 

さて、８月下旬以来残暑もあまりなく、そのまま秋に突入しそうな気候です。１０

月に入り、学校は年度の後半に入ります。「暑さ寒さも彼岸まで」とあるように、こ

れから過ごしやすい気候になっていくでしょう。実りの秋、スポーツの秋、読書の秋、

勉学の秋、芸術の秋、そして食欲の秋。この秋は体にも頭にも心にも頑張りやすい季

節です。たくさんの行事はもとより、勉強やスポーツなどいろいろなことに「チャレ

ンジ精神」をもって取り組ませていきたいと思います。将棋棋士の羽生善治さんの言

葉を紹介します。羽生さんの言う才能を育んでいくことができるよう、私たち大人も

様々なことにチャレンジしていくことが大切ですね。 

 

「何かに挑戦したら確実に報われるのであれば、誰でも必ず挑戦するだろう。報わ

れないかもしれないところで、同じ情熱、気力、モチベーションをもって継続してい

るのは非常に大変なことであり、私は、それこそが才能だと思っている。」 

羽生善治：日本の将棋棋士、十九世名人 

 

 

 

９月後半、２週続けて練馬区小学校ＰＴＡ連合協議会、練馬・光が丘地区のスポー

ツ研修会が行われました。一つはソフトボール大会。暑い中、お父さんたちは頑張っ

て昨年に引き続き見事９校中３位になりました。もう一つは卓球大会。旭町小学校の

体育館が会場でした。こちらはお母さんたちと教員が出場し、見事全勝優勝（出場７

校）しました。そして地区の代表として１１月８日に練馬区全体の大会に臨みます。

また、１１月にはバレーボール大会があります。頑張ってほしいですね。うれしいご

報告でした。 
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